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水環境調査
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時 期

目 的

調査方法の

概 要

必要な道具

提 出 物

この調査では、生態系の基盤的要素である水環境を長期的にモニタリングすると
ともに、それを通じて集水域での土地利用の変化や、水環境の変化による下流部
への影響について把握することを目的とします。

各季節1回ずつ、１、４、７、１０月の年４回（任意で毎月１回）

1～2日前にまとまった降雨があった場合はエラー値が出やすいので、調査を実施
しないでください（梅雨時期を除く）。
増水や積雪などで調査地点に立ち入りが困難な場合にも調査を中止してください。

● 水温　    　棒状温度計で測定します。

● 水位（任意）水位標の値を記録します。

● 流量       （AもしくはBの方法で測定）
　　　　         A）水路の断面積と流速から算出
　　　　         B）バケツや目盛り付きカップを使って測定
 
● 透視度　    透視度計を使って測定します。

● 水色　　    フォーレル（青・黄色系列)、ウーレ（緑・褐色系列）の水色計を使います。

● pH　　　    BTB溶液などの指示薬を用い、比色法で測定します。

□ 調査記録用紙（PDF形式の記録用紙をプリントしてお使いください）

□ 白地図（1/25,000～1/5,000程度の縮尺。4ページに見本があります）

□ 測定機材・試薬　（棒状温度計、pH測定キット、水色計、透視度計）
　　　※事務局が貸与・修繕します。 

　　　※機材・試薬は劣化しやすいため、直射日光を避け、室内のなるべく高温になら

　　　　ない場所で保管してください。

　
□ 浮子(うき)     □ メジャー                 　□ ストップウォッチ 

□ 筆記用具       □ バケツなどの採水容器　      □ 画板

初年度のみ（変更が生じた場合には再度提出）
□ 調査地点図（できればJPG形式などの電子データとして提出）

毎年１回（翌年１月末）
□ 調査結果を入力した電子データ（11ページ参照）
　　※NACS-Jから配布する「結果入力用フォーム」（Excel形式）を使用

　　※電子データでの提出が不可能な場合は、代わりに毎回の調査記録用紙（9ページ）

　　　  のコピーを提出してください。

□（任意で提出）調査記録用紙をスキャンした電子データ（JPGやPDF形式で）

提出方法
連絡担当者が他の調査項目の結果提出と一括して行い、
翌年１月末に前年の１月から１２月分を提出してください。



はじめに

　里地には、小川やため池、水田、谷戸の湧水点といった様々な水辺が存在します。水量

や水質、その変化のパターンといった水環境のあり方は、気候条件や土壌・地質条件とと

もに地域の生態系を特徴づける重要な要素であり、その地域の動植物の生活の礎となって

います。そのため水環境の変化は、水中や水辺周辺の生き物だけでなく、下流の水田や水

路、その周辺に住む生き物にも影響を与えます。

　ため池や水路・湧水点などの水質や水量の変化は、周辺での環境変化を映し出す「鏡」

であるともいえます。道路や宅地ができたり、水田が畑や放牧地に変わったりというよう

に、集水域の土地利用や植生が変化すると、水量や水質の変化として表れることが知られ

ています。

　この調査では、生態系の基盤的要素である水環境を長期的にモニタリングするととも

に、それを通じて集水域の土地利用・人為的インパクト（人間活動による影響）の変化

や、水環境の変化による下流部への影響について把握することを目的とします。また、全

国的な調査を実施することで気候変動による影響をとらえます。特にこの調査では、水

位・流量、水温、透視度、水色、pHについてのモニタリング調査を行います。それぞれの

調査項目は、里地の生態系において下表のような意義を持っています。
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項　　目

水位・流量

・地域の生物相を特徴づける基礎的要因

・集水域の植生・土地利用を反映

・池沼の水の交換率（プランクトンの大量発生）に影響

・水草や植物プランクトンなどの呼吸・光合成活性を支配

・生物の生存に重要な溶存酸素の飽和度や大気とのガス交換速度を決定

・湧水の起源を反映（地中深くに由来するほど年間の水温が安定）

・水草・植物プランクトンの呼吸・光合成のバランスを反映

・腐植質や施肥の流入量を反映

・水草や水生動物の生育・生息条件に強く影響

・植物プランクトンの種類や腐植質・金属イオンの量を反映

・水草（沈水植物）の生育条件に強く影響

水　　　温

透視度・水色

pH

意　　　　　　義



調査地点の設定
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　調査地点をうまく選ぶことができれば、水中や水辺の環境だけでなく、その地点を含む

集水域全体の生態系の水環境の状態を浮き彫りにすることが可能です。まずは調査サイト

内に含まれる分水嶺（雨水が異なる水系へ分かれて流れる境界線）や集水域の位置・範囲

を意識し、その上で以下のような項目に留意して調査地点を選定すると良いでしょう。

・ 源流部や湧水点

・ 合流地点や集水地点（ため池等）

・ 生活排水、水田からの用水など、汚染源の流入部

・ 調査地域の水系における最下流部（出口）

・ （カエル類・ホタル類など）指標種群調査の調査地点

　次に、調査地点がため池・沼なのか、水路・小川なのか、湧水点なのかといったよう

に、調査地点の水辺のタイプを記録してください。調査地点のタイプと調査条件によっ

て、測定すべき調査項目を選定します。「小川・水路」であっても川幅が広く（目安とし

て1ｍ以上）、流量の測れない場所は、「河川」と定義して結構です。



5

モニタリングサイト1000里地調査　調査マニュアル　水環境（Ver.3.1）

具体的な調査手法

調査手法

●調査は年4回実施します。水温が最高・最低となる時期が含まれるよう、基本的には

１・４・７・10月と3ヶ月ごとに実施します（水辺の性質や環境の変化をより詳しく知り

たい方は、任意で毎月１回の調査を実施してください）。1・2日前にまとまった降雨が

あった場合はエラー値が出やすいので、調査を実施しないでください（梅雨時期を除

く）。増水や積雪などで調査地点に立ち入りが困難な場合にも、調査を中止してくださ

い。

●各項目の具体的な調査手法は以下の通りです。

気温

　棒状温度計で測定します。日陰の地上1.5m高さで測定し、温度が十分安定してから小数

第1位まで読み取ってください。

水温

　棒状温度計で測定します。バケツなどで採水した後、日影に移して温度計の目盛りが十

分安定してから温度を読みとります。池・沼タイプの調査地点の場合には、表層付近の水

を採取してください。

水位（任意測定項目）

　水位標が設置してある場合はその値を記録します。なければ、護岸に水位測定の目印と

なるような場所（コンクリートの護岸など長期間動かない物）をみつけ、そこから水面ま

での距離を毎回記録してください。ただしこの場合は相対的な水位値ですので、基準点の

おおまかな水深を設定し、結果の報告の際にはそこから各回の絶対値を算出して記録して

ください。



水流断面の流速分布の例

流量の自動計算フォーム
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流量

A）水路の断面積と流速からの算出

　ある程度の長さにわたって川幅や底の地形が一定な区間が存在する場合は、

   
水量 ＝ 水路の断面積 × 流速

の式から水量を求めます。まず、水路の断面積を算出します。U字溝であれば幅×水深か

ら簡単に計算できますが、断面が複雑な場合は、水路の端から端まで等間隔（例 5cmご

と）に水深を測定し、各区画の台形の面積を足し合わせることで求めます（入力用フォー

ムに自動計算式がありますのでご利用ください）。

　次にウキを用いて流速を測定します。ウキは、リンゴなどの果物や、フィルムケースに

少量の水を入れたものなど、水と比重が同じで風の影響を受け難いものが最適です。2～

5mの測定区間を設定し、ウキを流して下流側への到達時間を計測します。最低3回は測定

して平均値を記録します。また、水深がある程度以上ある場合、流速は下の図のように流

れの中心と端では異なります。そこで、下記のように深さに応じた一定の係数を表面流速

にかけて、平均流速とします。

 水深　　25cm以上 0.8

 整った水路（25cm以上） 0.9

 10～25cm程度 0.9

 10cm未満 なし

流速を断面積にかけることで、

流量が得られます。

B）バケツや目盛り付きカップを用いた測定

　水路に適当な落差や堰があり、水流を１つに集めることができ

る場合には、容器の容積と、一杯になるまでの時間から流量を求

めることが可能です。

透視度

　透視度計を使って測定します。透視度は、長さ100cmのパイプの底に置いた円盤状の透

視度板に描かれた二重線の目印が見える水深（cm）と定義されています。

　バケツなどで試験水をくみ取り、水をパイプがいっぱいになるまで注ぎ込みます。採水

の際や注ぎ込む際に浮遊物や濁り・微細な気泡がなるべく発生しないように注意しましょ

う。透視度計を上からのぞき込みながらから徐々に水を抜いていき、二重線が見えたとこ

ろで排水を止め、透視度（水深）を読み取ってください。

　なお、水量が少なく採水時に濁りが生じる場合には、無理に測定せず「測定不能」と記

録しましょう。
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pH

　BTB溶液などの指示薬を用い、比色法で測定します。測定地点の水をバケツなどで測定

直前に採水し、試験管に流し入れます。このとき手を水に入れないようにします。

　これに指示薬を約0.25ml（３滴ほど）加えてゆっくりかき混ぜた後（強く攪拌すると水

中の炭酸ガスが追い出されてしまうため）、変色した水の色を比色標準管の色と比較する

ことでpH値を求めます。

　まずはBTBで測定を行います。試験水の色がBTBの比色標準管の測定範囲（pH5.8～7.4）

よりも外側となる場合は、よりアルカリ性側（もしくは酸性側）に測定範囲をもつ指示薬

を順に使って測定してください（例：アルカリ性ならBTB→PR→TB、酸性ならBTB→

BCPG）。

　比色測定にあたっては、必ず試薬と対応した比色標準管を用いてください。また、必ず

はじめにBTBを測定してください。BTB溶液では試験水が測定範囲外のpHであっても黄色か

青紫のいずれかに変色しますが、他の試薬では測定範囲外のpHでは正しく変色しない場合

があるためです。

水色(ため池・沼の場合）

　フォーレル（青・黄色系列)、ウーレ（緑・褐色系列）の水色計を使います。水底の地

面の色の影響がないと思われる場所での水色を水色計の色見本と比べ、一番近い水色の値

を記録します。光や水面に映る周りの景色に影響されるので、自分の影を作ると見やすい

でしょう。

　水色は、ある程度深い水深でないと底の地色の影響を強く受けますので、浅い湿地や湧

水点、水路タイプの調査地では基本的には測定しません。



１

２

３

４

５

８

７

６

記録時の注意

※ 水辺での危機管理 ： 水環境の調査は、一歩間違えれば大きな事故につながる調査です。可能な限りの安

全策を講じるとともに、危険を伴う場所や時期での調査は行わないようにしてください。調査の前には調

査地点に安全にアプローチできる通路を確かめておきましょう。水底の見えないような深い場所はロープ

をつけたバケツで採水するなど、直接入ることのないようにしてください。ウェダー（胴長）を着用した

調査は絶対に避けてください。

地点タイプ：各調査地点のタイプを記入する。

　　１：池・沼　　　　２：水路・小川　　　　３：湧水点　　　　４：河川

調査条件の記録：水質は一日のなかでも刻々と変化し、昼と夜のpHや水温は全く

違った値になるので各調査地点での調査開始・終了時刻とその時の気温を忘れず記録

する。

流量：流れが無い場合は「０」と記録する。

透視度：100cm以上となる場合は「100」と記入する。水量が少なくて測定できない

場合には、「測定不能」と記録する。

ｐH：測定に使った指示薬の名前（例：BTB）と測定値を記入する。

流速×断面積記録：流量をこの方法で算出する際の記録に使用。

欠測：調査地に行きつけない（崖崩れや積雪、熊出没等）場合や、ある項目を測り忘れた

ときなど、調査を行わなかった場合には「欠測」と記録する。理由を備考欄に記入する。

測定不能：調査したものの、数値や結果が出なかった場合に「測定不能」と記録する。
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例　  S001_水環境08後期.xls

・サイト番号

・_水環境（半角アンダーバーと調査項目名）

・調査年度の西暦下2桁

・提出時期

・サイトの種類（コアC、一般S）
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調査結果の入力

●各回の調査が終了するごとに、調査結果を結果入力用フォームに入力します（Excel

ファイル）。全ての回の結果を同じシートに連続して入力してください。

●全国各地からデータが集まるため、ファイルの名前を以下のように統一してください。

●入力を終えた電子データは、調査記録用紙のコピーと合わせて、半期に一度連絡担当者

を介して提出します。

　　（前年の１～１２月）分→翌年１月に提出

●パソコンが使えないなど、電子データでの提出がどうしても難しい場合は、各回の調査

記録用紙を清書し、そのコピーを代わりに提出してください。調査票原票は大切に保管し

てください。
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結果の活用事例
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将来的には調査員の皆さんからいただいた調査結果を次のように活用することが可能で

す。長期モニタリング調査では、同じ場所で続けて調査をすることが大切です。無理せ

ず、楽しく続けてください。

サイトごとの解析

各調査区間で記録された種の外来種・絶滅危

惧種・その他在来種の種数の比率（中池見湿地での事

例）。

※この図から、山で囲まれた調査地の中でも、特にバイパ

ス道路に隣接する調査区間で外来種の比率が高くなってい

ることが読みとれます。

1995～99年と2000～05年のそれぞれの期間

で記録された種の比較。

※見られなくなった種には、水辺・草地に

生育する種が多く見られます。一方新しく

見られるようになった種には外来種が多い

ようです。

全国レベルでの解析

図：ため池タイプの調査地4点での調査結果の比較。

※富栄養化によって植物プランクトンが優占する

と、pHはアルカリ性に、水色は11に近く、透視度は

低くなります。Cの池がそのような傾向が見られま

す。Dは透視度は低いもののｐHや水色がBと異なる傾

向を示していることから、粘土質のにごりによって

透視度が低くなっているのでしょう。Bは水色が高い

（褐色系）ことから腐植が堆積している池のようで

図：○○サイトの集水域下流部の水路での流量の経

年変化。

※流量の平均値と安定性（年間の値のばらつき）が

ともに減少しています。上流部の森林の樹木が高木

化したことで、水の蒸散量が増えて水路へ流れる量

は減ったものの、保水力が大きくなったことで水量

が安定したのかもしれません。

図：○○年からの10年間において、ため池タイプの調査地で富栄養化

による植物プランクトンの過剰優占が生じたサイト（●）の分布。

※ｐH,水色、透視度から算出した富栄養化指数が有意に悪化したサイ

トを●で示した。太平洋側の都市近郊や東北地方で多く生じているよ

うです。各サイトの土地利用の変化に加え、年間の降水量やため池の

管理方法の違いが影響しているのかもしれません。
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※本マニュアルの著作権は 環境省 および (公財)日本自然保護協会に帰属します。

　他の用途での無断転用・流用は固く禁じます。

モニタリングサイト1000里地　
調査マニュアル ver.3.1

※本マニュアルは、モニタリングサイト1000里地調査検討委員会において、

　モニタリングサイト1000里地調査写真活用作業部会、および生態系総合

　モニタリング調査検討委員会の協力を得て作成したものです。

調査に役立つホームページ

□モニタリングサイト1000里地調査

　　http://www.nacsj.or.jp/moni1000satochi

□ 環境省　モニタリングサイト1000

　　http://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html




